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経済産業省ロボット介護機器開発・導入促進事業 

 目的 

高齢者の自立支援, 介護者の負担軽減に資するロボ
ット介護機器の開発・導入を促進すること.  

次の2事業を実施. 

 

 開発補助事業 

介護現場のニーズを踏まえてロボット技術の利用が
有望な分野を重点分野として特定し,開発企業に対し
補助を行う. 

 

 基準策定・評価事業 

機器の開発に必要となる安全性と効果のアセスメント
手法・検証方法、倫理審査等の「実証プロトコル」を確
立する. 



平成25年度重点分野（介護施設向） 

 移乗介助 

 介護者のパワーアシスト
を行う装着型の機器 

 介護者のパワーアシスト
を行う非装着型の機器 

 

 移動支援 

 高齢者等の外出をサポー
トし,荷物等を安全に運搬
できる歩行支援機器 
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平成25年度重点分野（介護施設向） 

 排泄支援 

 排泄物処理の行える設置
位置の調整可能なトイレ 

 

 認知症の方の見守り 

 センサーや外部通信機能
を備えた見守り機器 
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平成26年度新規重点分野（在宅） 
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移動支援： 
  

 屋内移動や立ち座りを 

 サポートする 

認知症の方の見守り： 
  

 外部通信機能を備えた 

 転倒検知 

入浴支援： 
  

 浴槽の出入りの 

 動作の支援 
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リスクアセスメントシートの紹介 

シート構成：表紙、初期分析・評価シート、方策後再分析シート、基本仕様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ロボット介護機器別シートひな形 ： 移乗介助(装着型、非装着型)、移動支援、
      排泄支援、見守り 

ロボット介護機器の安全設計の支援のため 
 
 → 安全仕様（安全方策の選定、安全性能の決定） 
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設計者のため 

（独）労働安全衛生総合研究所 池田 博康 



RAひな形シートで採用したリスク見積もり方
法 

危害の酷さ 
 （S） 

リスク 
（Ｒ） 

は と の組み合わせ 
  （関数） 

暴露の頻度及び時間（Ｆ） 

災害回避または制限の可能性（A） 

危険事象の発生確率（Ps） 

（ISO12100） 

ひな形シートの算出式：ハイブリッド法 

R = S × (F + A + Ps) 

Ph（危害の発生確率） 

あくまでも一
例であるが、S

の重み付けを
重視した 
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注：あくまでも危害の起こりやすさのランク 

設計者が負う

責任の重さ 

（独）労働安全衛生総合研究所 池田 博康 



RAひな形シートのリスク見積り基準一覧 

危害の発生確率：F+ Ps + A 

危害の酷さ：S 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

重大傷害（長期間治療）   4 12 16 20 24 28 32 36 40 44 

医療措置（短期間治療）    3 9 12 15 18 21 24 27 30 33 

応急手当で回復        2 6 8 10 12 14 16 18 20 22 

無傷／一時的痛み             1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

晒される頻度又は時間：F   危険事象の発生確率：Ps   危害を回避又は 
制限できる可能性：A  連続的/常時      4    高い        4   

 頻繁/長時間      3    起こり得る    3   困難   3 

 時々/短時間      2     起こり難い    2   可能   1 

 まれ/瞬間的      1     低い（まれ）    1     

リスク見積値：R ＝ S × (F + Ps + A) 

10 （独）労働安全衛生総合研究所 池田 博康 



危害の発生確率：F+ Ps + A 

3 4 5 6 7 8 9 
1

0 
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見積値 R 評 価 リスク低減の必要性 

15以上 リスクは高く，受入れられない． 必須，技術的方策が不可欠 

7～14 

リスクの低減が必要．ただし，条

件付（他に方策がない，低減が

現実的でない）で許容可能． 

必要，技術的方策が困難な場
合は警告表示及び管理的方策
を講じる 
＊ALARPとして考慮もありえる 

6以下 リスクは十分低い． 不要 

リスク評価基準 

11 （独）労働安全衛生総合研究所 池田 博康 



「不自由なことを補う」介護 
（補完的介護） 

「よくする介護」へ 

（独）国立長寿医療研究センター 大川弥生 

基準策定評価 「効果評価」 



ＩＣＦ： 生活機能モデル（2001年：ＷＨＯ） 

健康状態 

主観的世界 

  
客観的世界  

主観的体験 

活 動 心身機能       参 加 

環境因子 個人因子 

健康状態 

環境因子 個人因子 

（独）国立長寿医療研究センター 大川弥生 



  ・実生活の場での生活 

 行為の訓練時等での 

 「能力」 

  ・家事など家庭内  
での役割遂行 

・社会での役割遂
行 

活 動 
心身機能 参  加 能 力 

できる活動 

実行状況 
している活動 

生活機能の３つのレベル 

・実生活の場で
の生活行為の 

 「実行状況」 

健康に注意すること 
（健康上のリスク対応） 

健康注意の 
目的 

（独）国立長寿医療研究センター 大川弥生 
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Ⅰ．実生活での活用法 

項目 具体的内容 
記入者 
・記入日 

一
日
の
生
活
の
中
で
の 

 

目
標 

被
介
護
者 

    

介
護
者 

    

目
標
と
す
る
「活
動
」 

 
:

項
目
と
具
体
的
内
容
・留
意
点 

被
介
護
者 

    

介
護
者 

    

使用する環境（場所、時、物、人等） 

    

お
こ
り
う
る
マ
イ
ナ
ス
と 

対
処
法 

被 介
護者 

疾患     

心身機能     

活動     

参加     

介 護
者 

疾患     

心身機能     

活動     

参加     

適
応
と
禁
忌 

被 介
護者 

適応 

疾患     

心身機能     

活動     

参加     

禁忌     

介 護
者 

適応 

疾患     

心身機能     

活動     

参加     

禁忌     

実生活での活用の基本方針     

ICFに基づく開発コンセプトシート 

（独）国立長寿医療研究センター 大川弥生 
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記入例 
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記入例 



倫理的注意点 

 倫理審査の必要性 

 被験者保護 

 研究資金の適切な活用（税金⇒質の担保） 

 広告表示の客観性（企業として） 

 実験計画の注意点 

19 
梶谷、諏訪、山内 RSJ2013 



被験者負担の注意点 

 “garbage in, garbage out”にならないように 
 「とりあえず試してください」 

 「もう１回やらせてください」 

 

 実験計画の注意点 
結果の一般化 

ケアサービスとロボット介護機器 

業務計画とロボット介護機器 

生活面への影響 

20 
梶谷、諏訪、山内 RSJ2013 
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介護作業記録・分析支援システム 
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居室 食堂 

トイレ 
浴室 事務室 

 スマホを用いた介護記録システム（産総研） 

 「良くなる介護のための記録」 

 ナースコールから呼び出し可能なスマホ 

 iBeaconを用いた位置計測（アプライドビジョンシステム） 

 これらの統合により個別作業毎の作業時間を記録 



マルチディジタル入力／スマホ出力ナースコール 

個別情報 
廊下灯 

ハンド形子機 
コンセント 

ハンド形子機 

マルチインタフェース 
ボックス 

マットセンサー 

病室 スタッフステーション 

SIP サーバー 

アクセスポイント 

ナースコール 
制御機 

液晶表示式 
親機 

NICSS親機 
デスクトップ形 

ゲートウェイサーバー 

院内情報システム 

大型サブ 
ディスプレイ 

ベッドサイド 
センサー等 

ベッドサイドモニタ 

無線タグ 

スマートフォン 

INPUT/無線 
Zigbee 
Bluetooth 
赤外線 

INPUT/有線 
LAN (Ethernet) 
USB , 接点 

OUTPUT 
LAN (Ethernet) 
Zigbee 

次病室へ 

ケアコム提供 



介護者動作模擬ロボット（産総研） 

•装着型の移乗支援機器の性能を評価 

–人間に近い構造・寸法（平均から誤差10%以内） 

–介護者の動作を再現 

–負荷低減効果などの定量的評価 

 

•適用例：スマートスーツ 

–持ち上げ動作の再現 

–トルクを測定 

–負荷低減の定量的検証 

   
腰
ト
ル
ク

 [
N

m
] 

時間 [秒] 

装着 

非装着 

腰トルク測定 



ロボット介護機器評価ツール（産総研） 

高齢者動作模擬装置 

 

 ロボット介護機器評価 

 のための人型ロボット 

ロボット介護機器評価支援センサ 

 

 ロボット介護機器の使用状況を記録 

 評価するためのセンサ 



ロボット介護機器設計支援ツール 

ディペンダブルロボティックカート 

       （産総研）  

安全試験・認証の流れを説明 

するためのテストベッドロボット 



ロボット介護機器設計支援機器（セック） 

世界初の安全コンセプトをもった 

 ロボット向けミドルウェア 

IEC 61508 SIL3 Capableの認証取得 

  ISO26262(自動車分野) 

  ISO13482 (パーソナルケアロボット分野) 

   にも応用が可能 

高い信頼性と安全性が要求される 

 ロボット開発において、 

コストの低減と期間の短縮に貢献 

安全規格に準拠したロボットを、短期間、低コストで開発 

CPUボード CPUボード 

機能安全に対応した 

CPUモジュール 
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ロボット介護機器展示（装着型移乗支援） 

移乗介助支援用ロボットスーツHAL 

（サイバーダイン） 
スマートスーツライト（注） 

（スマートサポート） 
 

（注）既製品。本プロジェクトの 

   成果物ではありません。 
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移乗介助サポートロボット（富士機械製造） 

離床アシストベッド（パナソニック） ROBOHELPER SASUKA（マッスル） 

移乗アシスト装置（安川電機） 

ロボット介護機器展示（非装着型移乗支援） 
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歩行アシストカート（船井電機） 歩行アシストロボット（カワムラサイクル） 

ロボット介護機器展示（屋外移動支援） 
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３次元電子マット式見守りシステム（NKワークス） 

ロボット介護機器展示（認知症の方の見守り） 

見守りネットワーク（ピップ） 
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FG視覚センサを用いた非接触ベッド 

見守りシステム（イデアクエスト） 

ロボット介護機器展示（認知症の方の見守り） 

スマートラバーセンサとカメラを併用した 

見守りプラットフォーム（東海ゴム） 



寝室１ 

キッチン 

スロープ 

TV 

 
 
 
 
 浴槽 

洗面台 洗面台 

洗
面
台 

便器 

便
器

 

 
スロープ 

ベッド  

トイレ１ 

トイレ３ 

玄関 

ポーチ 

リビング 

浴室 バックヤード 

デスク 

食卓 
テーブル 

食卓 
テーブル 

洗
面
台 

便
器

 

トイレ２ 

寝室２ 

倉庫 

裏
玄
関 

ｽｰﾊﾟｰﾘｰｼﾞｮﾅﾙ 
（見守り） 

AVS（ｹｱｺﾑ） 

ｶﾜﾑﾗｻｲｸﾙ（移動） 

船井電機（移動） 

TV 

ｲﾃﾞｱｸｴｽﾄ 
（見守り） 

安川電機（非装着） 

ベッド  

ベッド  ベッド  

ロボット介護機器（基準・評価事業） 成果発表会 会場説明 
平成26年3月18日 

生活支援ロボット安全検証センター（研究学園） 
基準策定・評価コンソーシアム（代表：産総研） 

＜午前＞模擬生活環境内部 http://robotcare.jp 

東海ｺﾞﾑ（見守り） 

ﾋﾟｯﾌﾟ（見守り） 

ﾏｯｽﾙ（非装着） 

NKﾜｰｸｽ（見守り） 

富士機械製造
（非装着） 

高齢者ﾀﾞﾐｰ 
（産総研 松本吉） 

 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ 
（車椅子付きﾍﾞｯﾄﾞ） 

介護者ﾀﾞﾐｰ 
（産総研 吉田） 

ｻｲﾊﾞｰﾀﾞｲﾝ 
（装着） 
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TV 
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ベッド  

トイレ１ 
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トイレ２ 

寝室２ 

倉庫 

裏
玄
関 

ｽｰﾊﾟｰﾘｰｼﾞｮﾅﾙ 
（見守り） 

AVS（ｹｱｺﾑ） 

船井電機（移動） 

TV 

ｲﾃﾞｱｸｴｽﾄ 
（見守り） 

安川電機（非装着） 

ベッド  

ベッド  ベッド  

ロボット介護機器（基準・評価事業） 成果発表会 会場説明 
平成26年3月18日 

生活支援ロボット安全検証センター（研究学園） 
基準策定・評価コンソーシアム（代表：産総研） 

＜午後＞模擬生活環境内部 http://robotcare.jp 

東海ｺﾞﾑ（見守り） 

ﾏｯｽﾙ（非装着） 

介護者ﾀﾞﾐｰ 
（産総研 吉田） 

CPUﾓｼﾞｭｰﾙ 
（ｾｯｸ） 

車椅子 
（産総研 中坊） 高齢者ﾀﾞﾐｰ 

（産総研 松本吉） 

計測 
（産総研 西田） 
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ロボット介護機器導入実証チーム 
 

 

○ロボット介護機器については、現場とのコミュニ
ケーションの不足や先行事例が乏しいこと等、市
場の不確実性が高く、優れたアイディアを持ちつ
つも量産化に踏み切れていません。 

○本事業は、量産化への道筋をつけることを目的と
して、製造事業者と仲介者と介護施設がチームを
組んで、実際に現場で活用しながら、ロボット介護
機器の大規模な効果検証や改良を行います。 

○さらに、検証結果に基づく効果のＰＲ、普及啓発、
教育活動を通じて、ロボット介護機器導入の土壌
を醸成します。 

ロボット介護機器導入実証事業 
（通称：ロボット介護推進事業） 

経済産業省 製造産業局 産業機械課 
   03-3501-1691 

公益財団法人テクノエイド協会 企画部 
   03-3266-6883 

事業イメージ 

事業の概要・目的 

条件（対象者、対象行為、補助率等） 

事業の内容 

国 

民間企業、仲介者、介護施設 
から構成されるチーム 

補助 
 製品製造・設置費用の1/2（※）、2/3 
 講習・効果測定費用の1/1 
 ※製造事業者等が大企業の場合は1/2 

テクノエイド協会 

ロボット技術の介護利用における重点分野 
（平成24年11月22日 経産省・厚労省公表） 

移乗介助 移乗介助 移動支援 排泄支援 見守り 

補助 

製造事業者 

仲介者 
（レンタル業者等） 

•ロボット介護機器の製造 
•導入講習計画の作成 
•効果検証計画の作成 

•導入講習の実施 
•効果検証の実施 
•改良点のフィードバック 

介護施設 
•ロボット介護機器の継続活用 
•効果検証への協力 

•製造事業者、仲介者、介護施設のマッチング支援 
•効果検証効果の集約 
•効果ＰＲ・普及啓発・教育活動 

介護現場におけるロボット介護機器の 
大規模な導入実証を実施 



ロボット介護機器導入実証事業 事業スキーム 

メーカー 仲介者 介護施設 

 初期ロットのロボット製造 
 導入講習計画作成 
 導入効果測定計画作成 

 導入講習の実施 
 介護現場への導入支援 
 導入マニュアルの作成 

 導入効果測定の実施 
 改良点のフィードバック 

導入 

量産化 
への改良 

 導入講習への参加 
 介護施設における継続活用 
 導入効果測定への協力 
 マニュアル作成への協力 

チームＡ 

チームＢ 

チームＣ 

開発実証事業   
補助率 

 製品製造・設置費用の２／３
（中小企業）、 １／２（その他） 

 講習・効果測定費用の１／１ 

公益財団法人テクノエイド協会 

メーカー、仲介者、介護施設のリスト
化及びマッチング支援 

 導入効果の集約及び効果を元に
した普及・広報・教育活動 

経産省 
定額
補助 

※例えば地域毎に仲介者と介護施設の組み合わせを変えるなど、メー
カーは、複数のチーム形成（複数の補助申請）を行うことが可能。 

製品費用の残り１／３又は１／２をチーム内で分担 

チームへ補助 

介護実習・普及センター及び地域
包括支援センター、市町村、福祉
用具貸与サービス事業者 等 

（通称：ロボット介護推進事業）  



補助対象機器と補助対象チームの決定までの流れ 

機器申請 

審査委員会 

申請書の修正 

チーム申請 

事務局審査 

交付決定 

チームに対する審査 機器に対する審査 

不
合
格

 

保留（※１） 

受付 

不
合
格

 

合格 

交付申請 

受付（※２） 

※１ 保留の場合は書類が整い次第、不足分を提出または修正してください。 
※２ チーム申請は機器申請と同時に申請することも可能です。 

合格 

修正完了 

月１回実施 

逐次実施 


